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ICT・DX活用セミナー」
～ ICT・DXの効果的活用～



本日の内容
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01. 時系列で紐解く歴史

国土交通省
DX施策の30年

1990年代の電子納品・
CALS/ECから、2000年
代の情報化施工、2010
年代のi-Construction、
そして現代の原則適用
に至るまでの歴史的変
遷を年表形式で紐解き
ます。

02. 目前の課題と制度変更

2027年4月
契約図書化の衝撃

これまでの「参考資料」
から、3次元モデルが「
正式な契約図書」となる
マイルストーン。
BIM/CIM実施要領の度重
なる改定と、今後の制度
的デジタル化について。

03. 実践解法と実例網羅

建設ICT・DXの
第一歩と事例サイト

まずは、何から始めたら良い
か？に対して、今日から
スタートできる「情報収集」
「ビューワーの活用」「他社
の事例に学ぶ」の3ステップ
をご紹介します。

04. メリットと課題

5つメリットと
乗り越える壁

建設ICT・DXに取り組むメ
リットを「コミュニケー
ションコスト」「技術継承
」「費用」「現役世代のカ
活性化」「サステナブル」
の5つの視点から整理。さ
らに、現場が直面し、打破
すべき課題をまとめます。

建設ICT・DX活用
の実現に向けて

05. 実践ステップ

建設ICT・DXで活用されて
いるソフトウェアは、どんな
業務をどう変えていくのか？
について実演を交えてご紹介
します。
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01 時系列で紐解く歴史
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電子化から
建設DXへの30年
国土交通省のDX関連施策は、
紙からデータへの「電子化」に始まり、
現在では「3次元データを基本とするプロセス
全体の自律化」を目指す段階へ突入していま
す。

この流れを理解することは、単に「流行のツールを導入
する」のではなく、「国がどの方向に制度を動かしてい
るのか」という潮流を掴むために不可欠です。

1990年代 — CALS/EC と電子納品
「紙からデジタルデータへの置き換え」の始まり
公共事業の支援や効率化を目指し、「CALS/EC（公共事業支援統合情報システム）」の取り組みが
スタート。図面や書類を紙から「電子データ（PDFやCAD）」で納品する基盤が作られました。

2000年代 — 情報化施工の推進
「現場へのIT・測量技術の段階的導入」
TS（トータルステーション）やGPSを用いた測量・出来形管理など、施工現場にデジタル技術を直
接導入する「情報化施工推進戦略」が策定され、施工段階の効率化と品質確保が模索されました。

2010年代 — i-Construction の始動
「3次元データを主役にしたプロセスの全体最適」
2016年に国交省が「i-Construction」を宣言。UAV（ドローン）による3次元計測、ICT建機による自動化、
BIM/CIMを用いた「3次元モデルの設計・施工プロセス間の連携」が本格的に動き始めました。

2020年代〜現在 — 建設DXとBIM/CIM原則化
「3次元基準の業務プロセス自律化と本格適用」
令和5年度に直轄土木業務・工事で「BIM/CIM原則化」が施行。さらに2027年度からは「3Dモデ
ルの契約図書化（2D図面の代替）」が控えており、3次元データの作成・連携が「任意」から「必
須のルール」へと転換しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1990年代：紙からデジタルへの転換「電子納品・CALS/EC」
背景・目的： 膨大な「紙の資料」による管理からの脱却と、公共事業のコスト縮減。
主な動き： 1996年に「CALS/ECアクションプラン」が策定され、2010年までの完全電子化を目指しました。これにより、図面や書類をCD-R等のメディアで提出する「電子納品」がスタート。
当時の実感： 「CADでの作図」や「電子納品要領のチェック」に、多くの企業が苦労したデジタルの黎明期です。

2000年代：現場へのIT技術の導入「情報化施工」
背景・目的： 熟練技術者の不足を見据え、施工現場そのものをITで効率化・高精度化する試み。
主な動き： 2008年に「情報化施工推進戦略」が策定。TS（トータルステーション）を用いた出来形管理や、重機を自動・半自動制御するMC（マシンコントロール）／MG（マシンガイダンス）が現場に導入され始めました。
当時の実感： 「高価な機械を入れて本当に元が取れるのか？」という手探りの状態から、徐々に効果が認知され始めた時代です。

2010年代：「i-Construction」の始動
背景・目的： 建設現場の「生産性向上」を明確な至上命題とし、建設業の3K（きつい・汚い・危険）を新3K（給与・休暇・希望）へ変えるための抜本的改革。
主な動き： 2016年から国交省のトップダウンで本格始動。ドローンによる3次元測量、ICT土工の全面的な導入が進められました。また、3次元モデルで設計・施工・維持管理をつなぐBIM/CIMの活用が本格化しました。
当時の実感： 「ICT施工」が一部の先進的な現場だけでなく、公共工事の基準として定着し始めた転換期です。

2020年代〜現在：生産性向上から、組織・働き方の変革へ「インフラDX」
背景・目的： 2024年から適用された「時間外労働の上限規制（2024年問題）」への対応、および激甚化する災害への迅速な対応。
主な動き： 2020年に国交省に「インフラDX推進本部」が設置。2023年にはBIM/CIMの原則義務化（小規模工事等を除く）がスタート。2026年現在は、単なる現場のIT化にとどまらず、
AIによる画像診断、遠隔臨場の一般化、自動化施工、3D都市モデル（PLATEAU）の活用など、データを用いた「働き方の変革（DX）」へと昇華しています。
現在の実感： 「人を現場に張り付かせない」「データで判断する」という、経営層・現場双方のマインドセットの変革が求められています。

こうして振り返ると、私たちの業界は「書類の電子化」から始まり、「機械の自動化」「現場の3次元化」を経て、現在の「データによる働き方改革（DX）」へと、
一歩ずつ確実に進化を遂げてきました。今回のDXは、その「総仕上げ」とも言える重要なステップです。




02 目前の課題と制度変更
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2027年4月（R9年度）
3Dモデル契約図書化
国土交通省は、2027年度以降の公共工事請負
契約において、従来の2次元図面に代わり3次
元モデルを正式な契約図書（設計図書）とする
方針を決定しました。

▶ 「参考資料」から「法的図書」へ：
3Dデータの不整合がそのまま施工瑕疵や
契約不履行のリスクに直結します。

▶ 2D図面作成の簡素化：
R7〜R8年度にCAD製図基準を緩和し、
3Dモデルを中心とした作業への移行を促
します。

▶ 自動照査の仕組み導入：
モデルの形状や仕様設定の妥当性をシス
テムが自動チェックする環境を整備中で
す。

契約図書

3



02 目前の課題と制度変更
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頻発する「実施要領改定」と国の本気度
R3年、R5年、R7年・R8年の連続改定

国土交通省は令和3年に「BIM/CIM実施要領」を策定。以降、令和5年の原
則適用、令和7年の「施工での適用拡大とCDE促進」、令和8年の「費用計
上の明確化」と、立て続けに改訂・新基準を発表しています。

データセンター整備と環境構築

国はBIM/CIMの土台となるインフラ（CDE：共通データ環境やデータセン
ターなど）を急速に整備。国が主導して「デジタルデータを前提としたデ
ジタルな仕事の進め方」へと現場のゲームルールを塗り替えています。

AI-Ready化と維持管理までの連携

目指すゴールは「2030年度以降の自律化・省人化」。BIM/CIMデータを
AIが読み取り可能な形（AI-Ready）にデータ構造化し、詳細設計から施
工、維持管理までを一貫した3次元データでつなぐ青写真が描かれていま
す。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和9年の３Dモデルの契約図書化が、BIM/CIMの一つのゴールだとすると、
そのゴールに向けて、国は着々と準備を進めてきました。その傍証とも言えるのが、
近年の「実施要領の改訂」です。
令和3年にBIM/CIM実施要領を策定し、令和5年に『原則化』という義務を課した後、
令和7年度には『施工の原則適用とCDE（共通データ環境）』による実務的なデータ共有ルールを整理し、
さらに令和8年度には『費用計上（積算・標準歩掛り）』の明確なルールを作ろうとしています。
つまり、『実務のルール（R7）』と『お金のルール（R8）』を国が順番に整えてくれた上で、
令和9年度（2027年度）の『契約図書化（法的効力）』というゴールに到達する仕組みになっているのです。




02 目前の課題と制度変更
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15回BIM/CIM推進委員会 R8.3.5
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでBIM/CIMの現状や、実際にBIM/CIMに携わった方々のアンケートをご紹介いたします。
アンケートは今年の1月から2月にかけて、発注者（N＝５７１）受注者（工事N＝１１３２・業務N＝６３０）両方から実施されました。
ここでは、詳細にご紹介する事ができませんが、生の声として大変参考になるかと思いますので、
一度、目を通される事をおススメいたします。

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001987371.pdf


02 目前の課題と制度変更
R E A L  V O I C E  O F  S U R V E Y

BIM/CIM適用現場の「効果」と「二重作業の負担」
発注者（国交省職員・N=571）の現状

3Dモデルの「内容確認スキル」が急増
国交省の担当職員が「自ら3Dモデルを開き、妥当性（気になる箇所の
座標など）を確認できる・閲覧できる」と答えた割合が急速に伸びて
います。

R5年度・確認＆閲覧可能数

R7年度・確認＆閲覧可能数
（回答全体の83%を突破）

受発注者間の合意形成： 330件（約58%が品質向上や手間削減を実感）
地元説明会・関係機関協議： 住民や関係先への3D提示が意思疎通を

大幅にスピードアップ

114 件 475 件

★ 発注者が実感した「仕事の効率化効果」

受注者（施工会社・コンサルタント）の本音

手戻り防止の確信と、二重作業のジレンマ

「3D可視化によるコミュニケーション改善」
を工事の87%（988件）、業務の91%（578
件）が効果として報告。

「施工ステップ確認」等の推奨項目実施におい
て、全体の約6割が11%〜21%以上の明確な省
人化効果を実感。

二重作業の手間：
工事41%（465件）業務56%（351件）
が「2D・3Dの二重作業」が負担と回答。

人材育成の負担：
業務の75%（475件）が育成やシステ
ム維持費が大きな重荷と回答。

【効果】可視化による圧倒的メリット

【省人化】現場の約6割が効果を実感

【課題】二重作業・人材負担

💡💡 この「二重作業」と「費用負担」に対する国の回答が：
令和7年の「2D図面削減」と、令和8年の「BIM/CIM積算原則化（費用計
上明確化）」です。国は現場の痛みを踏まえてルールを高度化しています
[国土交通省]
(https://www.mlit.go.jp/tec/content/001987371.pdf)。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アンケート結果をAIで解析した結果が上記の通りです。
発注者側の意見としては、受発注者間の合意形成に寄与するとの意見が５８％から得られました。
また、R5年からR7年で３Dモデルを閲覧し、内容を確認できるスキルが急速に伸びている事もわかりました。
一方、受注者側としては、工事・業務とも、３Dモデルを使う事で、コミュニケーションコストの削減が見られます。
この効果は約9割の方々が、その効果を上げている事から、工種を問わず明確なメリットと考えられます。
そのうち、約6割は施工ステップを３D化する事で、2割程度の省人化が見込まれるとの回答がありました。

但し、受注者側の課題や懸念としては、２Dと３Dで二重作業が発生している点を上げる方も約半数いらっしゃいました。�納品が、「紙」から「電子」になった時にも生じた「アレ」と同じです。
技術の過渡期には起こりがちだとは言え、負担は大きく、この課題に関しては、受発注者間の意識の統一が必要だと思います。
そしても、より深刻な課題は「人材育成」にありそうです。Dx特にBIM/CIMに関しては、社内にも知見があるとは限らず、
そういった技術を担う人材をどう育成していくかに関しては、業務の75%の方々が課題を感じていらっしゃいます。
また、何らかの３Dシステムの導入が必要になりますので、その費用についても大きな負担であるとの回答が多くございました。

その声に対しての一つの回答が、「削減できる２D図面の検討」「費用計上の明確化」にあります。�受発注者ともに、メリットだけに踊らされず、デメリットや課題に縛られる事なく、現実的な解決策を目指す為に、
制度の変更や新しい技術の内容をしっかりと把握する事が大切です。



03 実践解法と実例網羅
P R A C T I C A L A P P R O A C H

明日から走り出すための「身の丈にあった」３ステップ
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STEP 01 — 情報の収集と選択肢の確保

SNSやイベントに参加し
「リアルな生の声」を集める

STEP 02 —3Dデータに触れる体験

無償の「ビューワー」で
デモデータを動かしてみる

いきなり高額な3D CADソフトを買う必要はありま
せん。まずは無料または安価な「3Dビューワー」を
PCやタブレットに入れることから始めます。
SNSやイベントで知ったビューワーの操作方法を学
びつつ、公開・配布されているデモデータなどを利用
して、まずは実際に3Dモデルに触れて動かすことが、
現場への定着に向けた決定的な一歩になります。

STEP 03 — 施工体験の積み重ね

負担しうるコスト範囲で
「小規模な現場」から始める

何より重要なのは「まずは走り始めること」です。自社
にとって無理なく負担できるコストの範囲をしっかり
と定め、小さな現場から試行します。
小規模な現場で成功体験を少しずつ重ねることで、
社内にノウハウと経験則が蓄積されていきます。その
過程で役割分担や「どこを外注（部分的または全面的
な外注）し、どこを自社でやるべきか」という自社独
自の最適解が見えてくるはずです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「皆さん、建設DXのセミナーに行くと、結論として『この数百万のソフトを買いましょう』とか『リスキリングして3次元のモデリングを全員覚えましょう』といった高いハードルを提示されることが多いですよね。
今日お伝えしたいのは、そんな他者本位の一般論ではありません。自社に本当に必要なDXは、他社を真似することでもコンサルに丸投げすることでもなく、自社のことを一番よくわかっている皆さんが考え、主導権を握らなくてはならないのです（STEP 01を指し示す）。
まずは、SNSを開いてみてください。XやYouTubeには、同規模の会社が『こんなアプリで測量が楽になった』『ドローンで起工測量したら一瞬だった』という生々しいヒントがたくさん転がっています。そして、展示会やイベントに足を運び、どんなメーカーやサービスがあるのかを見て、皆さんが自ら*『手札（選択肢）』を持ってください**。*
手札を持ったら、次は触ってみることです（STEP 02へ）。ビューワーソフトの多くは、実は無料で手に入ります。配布されているデモデータを取り込んで、自分でグリグリと動かしてみる。この『3Dに慣れる、触れてみる』というステップこそが、現場への定着に向けた第一歩です。
（STEP 03へ）。まずは『これなら失敗しても痛くない』と思える負担可能な予算を決め、小さな現場で一つずつ試行錯誤します。小さな成功体験が社内に経験則として蓄積されれば、自ずと『ここは自社でやろう、ここは全面的に外注しよう』という、自社だけの最適解が見えてきます。まずは走り始めること。そこからすべてが変わります。」



STEP1 建設ICT・DX関連イベント

© 202 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.６

イベント名称 特徴・概要 活用方法・見どころ URL

国際 建設・測量展
(CSPI-EXPO 2026)

毎年6月に幕張メッセで開催される、国内最大級の建
設・測量・インフラ分野の生産性向上・DX技術の展示
会。 [CSPI-EXPO](https://cspi-expo.com/)

最新のICT建機の実機デモ、3Dレーザースキャナー、ドローンなどの
最先端測量技術や、多数の建設DXベンダーによる最新システムを一
堂に体感・比較できます。

https://cspi-expo.com/

建設技術公開
EE東北'26

毎年6月に宮城県仙台市（夢メッセみやぎ）で開催さ
れる、東北地方最大級の建設新技術・新工法の公開展
示会。 [EE東北](https://ee-tohoku.jp/)

地元の直轄工事等でも活用される「泥臭くリアルな新技術」が多数展
示されます。ICT施工やBIM/CIM体験、ドローン計測などの体験・操
作コーナーが充実しており、中小企業の実務担当者に最適。

https://ee-tohoku.jp/

建設DX展
(JAPAN BUILD 内)

毎年12月（東京：東京ビッグサイト）および9月（大
阪）に開催される、建築・建設・不動産業界の先端技
術が一集する日本最大級のDX専門展示会。 [JAPAN 
BUILD 建設DX展](https://www.japan-
build.jp/hub/ja-jp/about/kdx.html)

図面管理、現場管理アプリ、人手不足対策ロボット、3Dモデル作成支
援ツールなど、実務の業務効率化に直結するソフトウェアを中心に比
較検討・個別相談が可能です。

https://www.japan-
build.jp/hub/ja-
jp/about/kdx.html

メンテナンス・レジリエンス
(土木・建設DX/システム/
ツール展)

毎年7月に東京ビッグサイトなどで開催される、社会
資本の長寿命化、製造業・建設業の生産性向上とイン
フラ維持管理・保全に特化した専門展示会。 [メンテ
ナンス・レジリエンス](https://mente.jma.or.jp/)

インフラ検査技術や非破壊検査、点検ドローン、建設・土木の施工
DXシステムなど、インフラ維持管理や災害対策に直結する「地域貢
献」「BCP」に対応する技術が網羅されています。

https://mente.jma.or.jp/

03 実践解法と実例網羅
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C A S E S T U D Y  L I B R A R I E S

STEP２ 無償ビューワーの例

© 202 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.６

製品・ビューワー名称 特徴・概要 活用方法・見どころ URL

福井コンピュータ
TREND-CORE
CIMビューア Free版

福井コンピュータ製の3D CADソフト「TREND-CORE」で作
成された3Dモデルと属性情報を完全無料で閲覧できる専用ビ
ューアー。 [福井コンピュータ
](https://const.fukuicompu.co.jp/download/cim_viewer/)

単なる閲覧だけでなく、3Dモデル上での距離、面積、3次
元座標（X, Y, Z）の計測機能を標準搭載。発注者や元請け
・下請け間の打合せで「3Dモデルを動かしながら干渉確認
する」ための実務用ビューアー。

https://const.fukuicompu.c
o.jp/download/cim_viewer/

オートデスク
Autodesk Viewer

Webブラウザ上で動作する、完全に無償のマルチCAD・3Dデ
ータ用ビューアー。PCやタブレットへのインストールは一切
不要。 [Autodesk Viewer](https://viewer.autodesk.com/)

AutoCADのDWG/DXFやRevitのRVT形式に加え、国際標準
のIFC、STEP、IGESなど主要なあらゆる3Dデータを網羅
。ブラウザ上で回転・断面表示、マークアップ（メモの書
き込み）、URLでの共有が簡単に行えます。

https://viewer.autodesk.co
m/

オートデスク
Autodesk Navisworks 
Freedom

Navisworksで統合された大容量3Dモデルの設計データを安全
に閲覧できる、PC用完全無償デスクトップ・ビューアー。
[Navisworks 
Freedom](https://www.autodesk.com/jp/products/navis
works/3d-viewers)

NWDおよび3D DWF形式に対応。大規模な土木・建築プロ
ジェクトで、複数の3D CADデータを統合した高精度な干渉
チェック、施工ステップのアニメーション閲覧、リアルタ
イムのウォークスルー（通り抜け確認）に最適。

https://www.autodesk.com
/jp/products/navisworks/3d
-viewers

Graphisoft
Solibri Anywhere

IFCファイルを開き、モデルの属性情報の検証やビジュアルチ
ェックが行える、オープンBIMに対応した業界標準の無償ビュ
ーアー。 [Solibri 
Anywhere](https://www.graphisoft.com/jp/solutions/pro
ducts/solibri/solibri-anywhere)

メーカーが異なる多種多様な3Dモデルから出力されたIFC
形式を、データ構造化されたツリー階層にそって極めて正
確に閲覧・インスペクション（検査）できます。発注者の
求める3Dデータの品質チェックに最適。

https://www.graphisoft.co
m/jp/solutions/products/sol
ibri/solibri-anywhere

実践解法と実例網羅
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C A S E S T U D Y  L I B R A R I E S

STEP3 参考になる事例サイト
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運営機関 / サイト名 掲載内容の特徴 活用方法・見どころ URL

国土技術政策総合研究所
（国総研）
BIM/CIM事例集

国交省管轄の直轄土木業務・工事で
得られた優良なBIM/CIM活用事例の
データベース。工種・年度等で多角
的な検索が可能。

「1枚ものの活用個票（PDF）」でBIM/CIMの具体的な活用方法、課題、
作業効率化効果が整理されています。自社の工種（道路、橋梁下部工な
ど）に合致する「手戻り防止」などの実例をピンポイントで確認できま
す。

https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimci
m/usecase/index.html

コマツ（小松製作所）
スマートコンストラクション
導入事例サイト

ICT建機やデジタルツインを用いた
、先進的なDX施工事例集。国内3万
以上の土木現場での適用実績をベー
スとした豊富なデータ。

大規模現場だけでなく、地方の中小規模の道路土工や中山間地の工事に
おけるICT施工事例が豊富。起工測量（ドローン・スマホ）から設計3D
化、建機連携、土量計算までの一連のデジタル流れを「生の声」で学べ
ます。

https://jp.smartconstruction.com/

http://smartconstruction.komatsu/case/ 

日本建設情報総合センター
（JACIC）
CIM活用事例サイト

一般社団法人日本建設業連合会（日
建連）の「施工CIM事例集」等、各
種業界団体のCIM活用知見や論文、
報告書へのリンク・アーカイブ。

主にゼネコンや中堅建設会社が試行錯誤した複雑な配筋干渉チェックや
4D・5D施工シミュレーションの技術的解説が充実。設計変更時における
「発注者への3Dを用いた説明プロトタイプ」の手本に最適。

https://www.cals.jacic.or.jp/CIM/case/

国土交通省 各地方整備局
（例：東北地方整備局等）
i-Construction・ICT活用事例集

地域に密着した整備局ごとにまとめ
られた、地元建設企業による
ICT/BIM/CIMの活用実績資料集。

「地元のAクラス・Bクラスの中小業者が、限られた予算でどうICT施工
をクリアしたか」という泥臭くリアルな工夫が詰まっています。同じ地
域の工事環境に基づいているため、発注者との協議基準の参考にも。

各整備局HPの「ICT・BIM/CIM」特設コー
ナー等を参照

実践解法と実例網羅
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04 メリットと課題

建設ICT・DXに取り組む5つの本質的メリット
F I V E - A X I S  B E N E F I T S

「コミュニケーションコスト」
の圧倒的削減

施工や測量・設計の実務時間そのものの圧縮は、技術その
ものの見直しを避けられないため簡単ではありません。時
間効率を飛躍的に向上させる現実解は、情報伝達の手間（
コミュニケーションコスト）を減らすことです。

ちょうどWEB会議によって移動時間やスケジュール調整が
圧倒的に効率化されたように、打合せに3Dデータを使用す
ることで、誰が誰に伝える場面でも「動画を含む視覚」で
一瞬にして正確な共有が可能となり、意思決定が極劇的に
加速します。

※テキストや2D図面だけで伝えるのと、3Dモデルで視覚的に伝える
のでは、合意形成の効率が圧倒的に異なります。

BENEFIT 01 · 最大の核心 BENEFIT 02

危機を乗り越える「技術の継承」

40〜50代が業界に入った時代と違い、現在の人
員不足は極めて深刻で、加速し続けています。教
育や技術継承に使える時間がかつてないほど限ら
れている今、我々が蓄積してきた知見やノウハウ
を動画や3Dデータなどでデジタル化し、少しで
も多く次世代に残すことが不可欠です。

国交省指針に基づく「費用の明確化」
令和8年の国交省アンケートでもコスト削減効果
が実証。さらに発注者側で「3次元データ作成費用
の負担明確化（BIM/CIM原則化）」が進んでいま
す。 工期短縮による利益向上と、発注者からの費
用負担の獲得により、利益を創出し、知見を蓄え
るチャンスです [国土交省
](https://www.mlit.go.jp/tec/content/001987
371.pdf)

建設現場は60代・70代が今なお現役で活躍し
、現場を支えている職場です。今のうちに3Dモ
デルやモバイル測量などのデジタル技術を身に
つけておくことで、加齢による体力の制約をカ
バーし、60代、70代になっても先端の管理や
若手指導として現役で仕事ができる環境を整え
ます。

BENEFIT 03

ベテラン技術者の「現役活性化」
BENEFIT 04

正確な3D土量計算に基づき、ダンプの無駄なピ
ストン輸送を減らすことで燃料費とCO2排出量
を削減。また、3D地形データを地域のために蓄
積することで災害発生時の緊急点検や道路復旧
を迅速化し、地域インフラの守り手として社会
に直接貢献します。

地域経済・サステナブル社会の牽引
BENEFIT 05

© 202 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.６
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04 5っのメリットと乗り越える壁

現場が直面する「乗り越えるべき壁」
O B S T A C L E S O V E R C O M E

© 202 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.６

OBSTACLE 01 — 情報キャッチアップの継続

情報のアンテナを張り
能動的に収集し続ける

「最初のSTEP1」で言及した
ように、情報収集は極めて重要
ですが、それ以上に、「情報の
アンテナを張り続けること」が
壁となります。

現代はテクノロジーや国の制度の更新スピ
ードが非常に速いため、一度学んで満足せ
ず、常に最新情報をキャッチアップしなく
てはなりません。そのために、SNSをフォ
ローして日常的に業界の生の声や新ツール
情報が目に入る環境を作る事が重要です。

それぞれの会社の条件が異なる以上、常に
すべてを内製化することは、全ての会社に
とって最適解とは言えません。人員、得意
な工種、発注者の意向、現場条件、工期を
踏まえ、「どこまでを自社で行い、どこか
らを信頼できるプロに外注するか」を戦略
的に使い分ける必要があります。

そのためには、経営層や管理者が建設DX
の大枠を「技術的に理解」している必要が
あります。CADを自分で操作して3Dモデ
ルを作成するような作業スキルは不要です
。重要なのは、全体のデジタルフローの仕
組みと判断基準を理解することです。

自社内製と外注の適正な判断

「内製」と「外注」の
境界線に真剣に取り組む

OBSTACLE 03 — 意図的な育成機会の確保

日常の多忙な現場の中で
「人材育成時間」を確保する

テクノロジーがいかに進
化しても、現場で動かす
のは結局「ヒト」です。
人材育成というと、若手
育成に偏りがちですが、

メリットのページでも言及したように、ベテ
ラン技術者にはそれまでの豊富な施工ノウハ
ウをデジタル管理へと結びつける重要な役割
があります。

そのためには、自然とスキルアップは実現
しないという事を理解して、「育成」を
日々の業務プロセスに組み込んでいく事で
す。例えば黒板を電子化するとか、打合せ
をWEB化するなど、小さなＤＸを積み重
ねる事が重要です。
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05 実践ステップ

点群で現場を把握する
G R A S P  T H E  S I T U A T I O N U s i n g  p o i n t  c l o u d s

© 202 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.６

点群計測
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05 実践ステップ

点群で現場を把握する
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05 実践ステップ

点群で現場を把握する
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05 実践ステップ

図面を理解する

© 202 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.６

G R A S P  T H E  D R A W I N G U s i n g  3 D  d a t a
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05 実践ステップ

図面を理解する
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配筋図
×15葉

断面数
×51

鉄筋種類
×167

鉄筋本数
×3,669

G R A S P  T H E  D R A W I N G U s i n g  3 D  d a t a
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05 実践ステップ

図面を理解する
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G R A S P  T H E  D R A W I N G U s i n g  3 D  d a t a
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05 実践ステップ

施工手順を説明する
E X P L A I N  T H E  P R O C E S S

© 202 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.６
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ご清聴ありがとうございました

© 2024 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.
21


	スライド番号 1
	本日の内容
	01 時系列で紐解く歴史
	02　目前の課題と制度変更
	02　目前の課題と制度変更
	02　目前の課題と制度変更
	02　目前の課題と制度変更
	03　実践解法と実例網羅
	03　実践解法と実例網羅
	03　実践解法と実例網羅
	03　実践解法と実例網羅
	04　メリットと課題
	04　5っのメリットと乗り越える壁
	05　実践ステップ
	05　実践ステップ
	05　実践ステップ
	05　実践ステップ
	05　実践ステップ
	05　実践ステップ
	05　実践ステップ
	05　実践ステップ
	ご清聴ありがとうございました



